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冷凍機ユニット

油戻し配管＋
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サ－ビス用止弁（注８）
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アキュ－ムレ－タ設置
油戻し配管施工要領

冷凍機ユニット本体より、上部にアキュームレータを設置するか、または
アキュームレータ～サクションストレーナ間の吸入配管をアキュームレータ
底部まで下げ、吸入配管内へ油を自重返油できる設置として下さい。
戻し口はアキュームレータ底部より低い位置にして下さい。

となる様配線して下さい。

シール施工下さい。スリーボンドＴＢ－１３２４（嫌気性剤）

２．油戻し配管は、確実に施工下さい。
３．ガス出入口配管を間違わぬ様充分確認下さい。
４．油戻し配管用フレアナット部に、水が侵入しないように指定封着材にて

５．本アキュームレータの油戻しは、自重返油方式となっています。

６．返油量は返油量調整弁（ニードル弁）にて調整して下さい。
７．返油配管用電磁弁は直動形電磁弁を使用し、圧縮機運転時のみ返油電磁弁開

８．アキュームレータ用断熱材は、現地準備施工下さい。
９．現地施工の油戻し配管に使用するサービス用止弁・ストレーナ・ニードル弁

１．システムからの一時的液バックによる液圧縮防止のために圧縮機の

（※アキュームレータは注文いただければ工場から出荷する事も可能です。

上記と同様の油戻し配管を各圧縮機毎に設けて下さい。

１０．油戻し配管用ストレーナは運転当初は定期的に清掃を実施して下さい。
１１．複数ユニット（圧縮機）の場合に、１台のアキュムレータを設置する場合は、

2m以内のこと

ストレ－ナ
（注１０）

電磁弁（注９）

ニ－ドル弁（注９）
（流量調整） フレアナット

ドレン抜きソケット

油戻し管ソケット

３／８プラグ

フレア接続

ガス入口

ガス出口

冷媒ガス出入口
フランジ

冷媒液出入口
フランジ

（極力短く）

吸入配管途中に現地でアキュームレータを取付ける事をお願いします。

9 9 - 1 2 - 3
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（すべて現地手配）は、油戻し配管内径以上の口径を有するものを御使用下さい。
（配管サイズは別途アキュームレータ外形図を参照願います。）

内容積５３㍑、６８㍑、１０１㍑、１２６㍑の４種類を用意しています。）
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